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し，そのまま糞中に排泄すること．2）体重500gの貝は，10　L／hr以上の水ろ過能力があること，等の結果を得た．
そこで実際に貝を下水処理場の最終沈殿池に設置し，水の濁度や水中の微生物密度等を指標として，貝によるオーシス
ト低減効果について検証を行った．その結果，貝によるオーシスト低減化の有効性が明らかとなった．．
1）国立感染症研究所
○放射能調査年報51（平成19年4月～平成20年3月）
　福田一儀，佐藤千鶴子，市橋大山
　北海道立衛生研究所放射線科学科編，北海道立衛生研究所，札幌，平成20年7月
　文部科学省の委託事業を主体とした北海道における環境放射能水準に関する平成19年度の調査結果をまとめた．降水，
　降下物，陸水，海水，農畜水産物，土壌等及び空間放射線量率の測定値に異常は認められなかった．
食品薬品部
○畜水産食品中残留農薬個別試験法開発研究（クロフェンセット）
　新山和人，青柳光敏
　北海道立衛生研究所食品科学毒血，残留農薬等に関するポジティブリスト制度導入に係る分析法開発一残留農薬個別試
　験法開発分担試験報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成21年3月
　農薬等のポジティブリスト制度の施行に伴い，残留農薬公定試験法が確立していない農薬のうち，クロフェンセットに
　ついて個別試験法の開発を分担した．LC／MSまたはLC／MS／MS分析のための基礎的データ（保持時間，定量及び定
　性イオンの選定，検出限界濃度など）及び試験液の調製法（抽出法，精製法など）を検討し，10種畜水産食品に対す
　る添加回収試験を行って有効性を検証し，畜水産食品へ適用する分析法（通知法案）を作成した．
○平成20年度食品残留農薬等1日摂取量実態調査
　新山和人，青柳光敏
　北海道立衛生研究所食品科学科編，平成20年度食品残留農薬等1日摂取量実態調査委託事業実績報告書，北海道立衛
　生研究所，札幌，平成21年3月
　国民が日常の食事を介して摂取する農薬等の量を把握するため，平成18年度国民健康・栄養調査における北海道ブ
　ロックの食品皇別摂取量をもとに飲料水を含む174食品を選び，これを14群に分けて均一化し分析用試料とした．各
　群についてGC／MS及びLC／MS／MSで56種類の農薬を分析し，各群ごとの農薬摂取量を計算した．その結果，6群
　でアセタミプリドが0．008ppm検出された以外，農薬は検出されなかった．
○漢方処方油蝉への農薬の移行並びに漢方処方煎液の乾燥工程における農薬の消長
　佐藤正幸
　合田幸広編，厚生労働科学研究費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業）「生薬及び漢
　方処方の有用性評価手法・安全性確保と国際調和に関する研究」平成20年度総括・分担研究報告書，国立医薬品食品
　衛生研究所，東京，．平成21年3月，pp．97－117
　昨年度，我々は半夏厚朴湯においてパラチオン及びパラチオンメチルで19％及び28％しか生薬から移行しないことを
　明らかにした．今年度は上記半夏厚朴湯の乾燥工程における農薬の消長について検討した．その結果，遠心操作により
　農薬は一部除去されること，凍結乾燥エキス及びスプレードライエキス中の農薬含量は煎液中含量のそれぞれ50％以
　下及び10％以下となり，生薬中含量のそれぞれ10～14％及び2～3％程度になることが判明した．
微生物部
○リアルタイムPCR法を用いた食水系感染症原因細菌の網羅的検査法の検討
　長井忠則，須釜久美子1），菅野奈美1），小黒祐子1），山口敬治，清水俊一，森本　洋
　吉村健清編，厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）「地域における健康危機に対応する
　ための地方衛生研究所機能強化に関する研究」平成20年度総括・分担研究報告書，福岡県保健環境研究所，福岡，平
　成21年3月，pp．65－83
　2008年度に北海道で発生した，当初原因が複数想定された食中毒事例の糞便・食品について本法を適用し，妥当な結
　論を迅速に導き出すことができた．また，保存菌種の菌株を用いて本法を検討した．
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○北海道・東北・新潟ブロックにおけるパルスフィールドゲル電気泳動システム（PFGE）の精度管理方法と検体の輸送
　方法の検討
　清水俊一，山口敬治，森本　洋，駒込理佳
　寺嶋　淳編，厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）「広域における食品由来感染症を迅速に探知す
　るために必要な情報に関する研究」平成20年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成21年4月，
　pp．27－35
　従来の共通菌株を送付するPFGEの精度確認方法ではなく，共通プラグを送付する方法で精度管理を試みた．これに
　より，制限酵素処理以後に的を絞った精度管理が行えた．また，プラグの輸送方法についても検討した．
○レジオネラ検査法の検討2　効率の良いコロニー観察法の普及
　森本　洋，岩渕香織1），佐々木美江2），瀬戸順次3），星　俊信4），柳沼　幸‘），山本一成6），和栗　敦7），磯部順子8），
　緒方喜久代9），宮坂次郎10）
　倉　文明編，厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）「迅速・簡便な検査によるレジオネ
　ラ対策に係る公衆浴場等の衛生管理手法に関する研究」平成20年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，
　平成21年3月，pp．133－145
　昨年度，培養法の効率化を図るために，新たなコロニー観察法を提案した．本年度は，10カ所の地方衛生研究所’協力
　のもと，その長・短所，改良点，活用方法について検討し，有効な検査法であることが確認された．
　1）岩手県環境保健センター，21宮城県保健環境センター，3仙形県衛生研究所，4）仙台市衛生研究所，5幅島県衛生研究所，6噺潟市衛生環境研究所，7）青森
　県環境保健センター，8）富山県衛生研究所，9）大分県衛生環境研究センター，10）熊本県食肉衛生検査所
○レジオネラ検査法の検討3　濃縮についての検討，分離培地としてのBCYEα培地活用に関する検討
　森本　洋
　倉　文明編，厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）「迅速・簡便な検査によるレジオネ
　ラ対策に係る公衆浴場等の衛生管理手法に関する研究」平成20年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，
　平成21年3月，pp．147－155
　公衆浴場における水質基準等に関する指針には，濃縮検体からの検査が推奨されているが，今回，非濃縮検体検査の必
　要性が示唆された．冷却遠心とろ過による濃縮法を比較したところ，ろ過濃縮で高い検出率を示した．非選択培地から
　効果的に本意が検出された例があり，その有効活用法を提案した．
○免疫磁気分離法による浴槽水からのレジオネラの濃縮法
　倉文明1），荒井桂子2），緒方喜久代3），中島洋4），森本洋，渡辺祐子5），磯部順子6），佐々木美江7）
　倉　文明編，厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）「迅速・簡便な検査によるレジオネ
　ラ対策に係る公衆浴場等の衛生管理手法に関する研究」平成20年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，
　平成21年3月，pp．157－176
　同一検体に対し，従来法と磁気ビーズ法で検査を行い結果を比較した．その結果，現時点では，従来法の方が検：査精度
　が高いと思われた．磁気ビーズ法を，今後検査で利用するための，いくつかの検討点を提案した．
　’1国立感染症研究所，2横浜市衛生研究所，3）大分県衛生環境研究センター，4）岡山県環境保健センター，5〕神奈川県衛生研究所，6醤山県衛生研究所，7棺
　城県保健環境センター
O北海道における田V即日検査について
　長野秀樹，地主　勝，工藤伸一
　今井光信編，厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策研究事業）「HIV検査相談機会の拡大と質的充実に関する研究」
　平成20年度総括・分担研究報告書，神奈川県衛生研究所，神奈川，平成21年3月，pp．153－158
　道立保健所では，2004年4月から無料匿名HIV検査に即日検：査を導入し，受検者の利便性の向上を図ってきた．その
　結果，受検者数は即日検査導入前に比べ，4．6倍に増加し，検査機会が拡大された．
○北海道におけるHIV・エイズの流行状況の変遷と遺伝子モニタリング
　長井忠則，長野秀樹，地主　勝，工藤伸一
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武部　豊編，厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策研究事業）「アジア・太平洋地域におけるHIV・エイズの流行・
対策状況と日本への波及に関する研究」平成20年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成21年3月，
pp．81－84
HIV検査機会が拡大されたことにより，保健所において検出されるHIV陽性者も多くなった．11例の陽性者につい
て遺伝子型を検討したところCRFOl　AEが1例で，残りの10例はすべてサブタイプBであった．
○北海道における麻疹について一発生状況と検査診断（2008年）一
　長野秀樹，地主　勝，岡野素彦
　清水博之編，厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）「ウイルス感染症の効果的制御のための病原体
　サーベイランスシステムの検討」，平成20年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成2！年3月，pp．
　105－109
　2008年度の北海道における麻疹の発生状況に関して検討した．報告患者数は1，462例であった．サーベイランスの充
　実とワクチン接種の徹底が肝要であると思われた．分離ウイルス株はすべてD5型であった．
02008年度に北海道で発生したノロウイルスによる集団胃腸炎事例について
　吉澄志磨，石田勢津子，三好正浩，田中智之1）
　武田直和編，厚生労働科学研究費補助金（食品の安心・安全確保推進研究事業）「食品中のウイルスの制御に関する研
　究」平成20年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成21年4月，pp．97－109
　2008年度に北海道で発生したノロウイルスによる食中毒事例について，原因食品からのノロウイルスの定量的検出を
　試み，健康被害の発生状況と食品のノロウイルス汚染状況の関連性について考察した．
　1堺市衛生研究所
○ノロウイルス集団感染の発生状況およびカキ養殖海域のノロウイルス汚染モニタリング調査について
　吉澄志磨，石田勢津子，三好正浩，池田徹也，奥井登代，神田　隆1＞
　西尾　上編，内閣府食品安全委員会食品健康影響評価技術研究「生食用カキに起因するノロウイルスリスク評価に関す
　る研究」平成18～20年度研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成21年3月，pp．69－111
　北海道の一養殖海域を拠点として，海域のノロウイルス汚染状況，カキからのノロウイルス検出状況及び周辺地域にお
　けるノロウイルス感染症の発症状況を調査し，環難中のノロウイルス動態について総合的な解析を行った．
　’｝静岡県環境衛生科学研究所
生物科学部
○多包性エキノコックス症の感染予防および治療に有効な抗体医薬の研究開発
　後藤明子
　平成20年度科学研究費補助金（若手研究B）研究実績報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成21年3月
　面的性エキノコックス症の予防や治療に有用な「抗体医薬」の候補を探索するため，多包虫感染マウスより得られた抗
　体遺伝子のcDNAライブラリより組換え抗体タンパク質を発現し，多包虫由来抗原との反応性を確認した．
○エキノコックス成虫cDNAライブラリーを基盤とした感染イヌ対策法の検討
　八木欣平
　平成20年度科学研究費補助金（基盤研究C）研究実績報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成21年3月
　多包条虫の感染実験により得られた成虫よりcDNAライブラリーを作成し，ランダムクローニングにより1035個選択
　し解析を行った．うち682個の遺伝子は既知遺伝子に類似性が認められた．また分泌・膜結合型遺伝子である新規遺伝
　子emY162について組換えタンパク（EMY162）を作製し，多包条虫を感染させたイヌの血清とウエスタンブロッ
　ティングを行ったところ，応答を確認するとともに，本EMY162組換えタンパクで免役したマウスが，虫卵感染に対
　してワクチン効果を誘導することを明らかにした．
○組換え特異抗原を基盤としたエキノコックス感染イヌに対する血清診断システムの開発
　孝口裕一
　平成20年度科学研究費補助金（若手研究B）研究実績報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成21年3月
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